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権利と義務を手に、二
は た ち

十歳の門出
平成２５年山北町成人式

成
人
者
の
こ
と
ば

本
日
は
、
私
た
ち
の
た
め
に
、
こ
の
よ
う
に
盛
大
な
成
人
式
を
催
し
て
い
た
だ
き
、
そ
の
う
え
皆
様
か
ら
、
お
祝
い
と
励
ま
し

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
成
人
を
迎
え
ま
し
た一同
を
代
表
し
て
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
て
成
人
式
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
こ
れ
ま
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
周
囲
の
方
々
の
お
か
げ
で

あ
る
と
今
改
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
こ
こ
ま
で
私
た
ち
を
育
て
、一番
近
く
で
見
守
って
く
だ
さ
っ
た
両
親
を
は
じ
め
、

叱
咤
激
励
し
な
が
ら
私
た
ち
に
集
団
生
活
の
基
礎
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
方
、
様
々
な
行
事
を
通
し
て
大
切
な
経
験
を
さ

せ
て
く
だ
さ
っ
た
山
北
町
の
皆
様
に
は
、
感
謝
の
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
で
す
。
今
日
ま
で
の
お
導
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
今
、
成
人
を
迎
え
た
こ
と
の
喜
び
と
共
に
、
今
後
社
会
の
中
で
果
た
す
べ
き
新
た
な
責
任
に
、
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
す
。
私
た
ち
は
、
自
分
の
言
動
に
対
す
る
責
任
、
自
分
に
与
え
ら
れ
た
役
割
を
果
た
す
責
任
を
、一層
自
覚

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
社
会
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
、
信
頼
さ
れ
る
人
間
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

社
会
人
と
し
て
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
あ
る
私
た
ち
は
、
こ
の
先
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
の

と
き
は
ど
う
か
、
人
生
の
先
輩
と
し
て
ご
指
導
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
私
た
ち
も
そ
の
教
え
に
頼
り
す
ぎ
る
の
で
は
な
く
、

自
主
的
な
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
皆
様
方
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
る
べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。
町
の
将
来
を
担

い
、
山
北
町
に
恩
返
し
で
き
る
よ
う
、一人
前
の
大
人
と
し
て
自
立
す
る
こ
と
を
誓
わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
ご
来
賓
並
び
に
、
関
係
者
の
方
々
の
ご
活
躍
と
、
山
北
町
の
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願
い
、
成
人
者
の

こ
と
ば
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

本
日
は
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
25
年
１
月
13
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
人
者
代
表　
露
木
亮
平

１
月
13
日
、
中
央
公
民
館
で
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
華
や
か
な
晴
れ

着
姿
の
新
成
人
た
ち
が
、
夢
と
希
望
に
満

ち
た
眼
差
し
で
旧
友
や
恩
師
と
の
久
し
振

り
の
再
会
に
歓
喜
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し

た
。今

年
成
人
を
迎
え
ら
れ
た
の
は
、
平
成

４
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
１
３
０
人
。
第
一
部
の

式
典
で
は
、
式
辞
や
記
念
品
贈
呈
が
行
わ

れ
、
成
人
者
を
代
表
し
て
露
木
亮
平
さ
ん

が
成
人
者
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
、
成
人
式
実
行
委
員
会
が

企
画
し
た
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、

小
学
校
・
中
学
校
時
代
の
恩
師
か
ら
は
祝

辞
を
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

新成人者の生まれた年はこんなことがありました
［平成４年４月２日～平成５年４月１日］

○主な出来事
　　メキシコのグアダラハラでガス爆発が発生、200人以上が死亡（４月）
　　ＰＫＯ協力法案が成立、反対派の議員が総辞職（６月）
　　山形新幹線「つばさ」が開業（７月）
　　ＮＡＳＡのスペースシャトル「エンデバー」で
　　　　　　　　　　　　　毛利衛さんが日本人初の宇宙飛行（９月）
　　金丸信 元副総裁が佐川急便から５億円を受け取ったと
　　　　　される事件で略式起訴、議員辞職に追い込まれる（１０月）
　　アメリカでビル・クリントン大統領が就任（１月）
　　東海道新幹線「のぞみ」が山陽新幹線乗り入れ（３月）
○町の主な出来事
　　丸山開発計画の進入路工事が始まる（８月）
　　足柄西部環境センターの起工式（１０月）
　　中央公民館の落成式（１２月）
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二
は た ち

十歳の声
新成人に聞きました！
　①新成人としての抱負
　②山北町のここが好き

露木 亮平さん

①
期
待
さ
れ
る
人
間
、
そ
の
期
待
に
応こ

た

え
ら
れ
る

人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

②
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
け
ど
、
一番
は
自
然
が
多
い

こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
山
登
り

を
し
た
り
、
川
沿
い
を
走
っ
て
い
た
り
す
る
と
、

山
北
町
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た
な
と
感
じ
ま
す
。

相田 祐一さん

①
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
持
っ
て
、
生
活
し
て

い
き
た
い
で
す
。

②
自
然
が
豊
か
で
、
隣
の
人
や
近
所
の
人
と
仲

が
良
い
こ
と
が
山
北
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

湯山 琴絵さん

①
ま
だ
フ
ワ
フ
ワ
し
て
い
る
状
態
で
す
け
ど
、し
っ

か
り
し
た
大
人
に
な
っ
て
、み
な
さ
ん
に
認
め
ら

れ
る
よ
う
な
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

②（
山
北
）駅
が
好
き
で
す
。バ
ス
ロ
ー
タ
リ
ー
が

あ
っ
た
り
、タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
が
い
た
り
、

一番
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
場
所
な
の
で
好
き
で
す
。

湯川 萌々子さん

①
成
人
を
迎
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
し
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
気
持
ち
を
切
り
替

え
て一歩一歩
大
人
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

②
電
車
の
走
っ
て
い
る
数
は
少
な
い
け
ど
、自
然
が

い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

鴈丸 知香さん

①
現
状
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
、
常
に
上
を
目

指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

②
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

谷 祐樹さん

①
二
十
歳
に
な
っ
た
の
で
、色
々
と
人
生
の
分
岐
点

に
立
つ
時
期
だ
と
思
い
ま
す
が
、社
会
人
と
し
て

し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

②
自
然
豊
か
な
こ
と
が
山
北
の
良
い
と
こ
ろ
だ

と
思
い
ま
す
。
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○配置校  

小学校２校

統合小学校

三保小学校

＊川村小学校と清水小学校を統合し、
　川村小学校用地に設置

町
立
小
学
校
を
2
校
に
統
合

小
学
校
統
廃
合

　
　
実
施
基
本
計
画
の
概
要

町
で
は
町
立
小
学
校
の
統
廃
合
に
つ

い
て
、
町
立
中
学
校
の
統
廃
合
と
並
行
し

て
、
平
成
22
年
度
か
ら
町
内
各
地
区
で
説

明
会
を
開
催
し
検
討
を
進
め
、
昨
年
11
月

の
町
立
中
学
校
の
統
廃
合
の
方
針
決
定

後
も
、
引
き
続
き
地
区
説
明
会
等
を
7
回

開
催
す
る
な
ど
、
地
域
や
保
護
者
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
様
々
な
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
平
成
27
年
4
月
か
ら
「
山
北
町

立
小
学
校
統
廃
合
実
施
基
本
計
画
」
に
基

づ
き
、
町
立
小
学
校
を
2
校
に
統
合
す
る

方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

小
学
校
統
廃
合
の
方
針
を
示
し
た
「
山

北
町
立
小
学
校
統
廃
合
実
施
基
本
計
画
」

の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
学
校
統
廃
合
実
施
の
考
え
方

　

行
政
効
率
を
上
げ
る
た
め
で
は
な

平
成
27
年
4
月
か
ら

　
町
立
小
学
校
を
2
校
に
統
合
し
ま
す
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今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

く
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
、
発

達
を
第
一
に
考
え
、
次
の
2
点
を
基
本
に

し
て
小
学
校
の
統
廃
合
を
実
施
し
ま
す
。

・
一
定
集
団
の
中
で
の
学
習
や
グ
ル
ー
プ

活
動
が
、
充
実
出
来
る
よ
う
な
望
ま
し

い
教
育
環
境
の
整
備
を
目
指
し
ま
す
。

・
保
護
者
や
地
域
住
民
と
の
意
見
交
換
や

議
論
を
行
い
、
そ
の
中
か
ら
生
ま
れ
る

結
論
を
尊
重
し
ま
す
。

■
統
廃
合
の
方
針
に
つ
い
て

川
村
小
学
校
と
清
水
小
学
校
を
統
合

し
、
統
合
小
学
校
と
し
て
位
置
付
け
、
川

村
小
学
校
用
地
に
設
置
し
、
三
保
小
学
校

は
現
状
ど
お
り
の
設
置
と
し
ま
す
。

三
保
小
学
校
を
統
合
し
な
い
理
由
と
し

て
は
、
三
保
地
区
か
ら
統
合
小
学
校
ま
で

の
通
学
時
間
が
、
児
童
の
大
き
な
負
担
に

な
る
こ
と
や
、
三
保
小
学
校
の
存
続
を
希

望
す
る
地
域
の
声
が
多
い
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

■
統
廃
合
の
実
施
時
期

統
廃
合
に
伴
う
諸
課
題
を
整
理
す
る

た
め
、
2
年
間
の
移
行
準
備
期
間
を
設
け

て
、
平
成
27
年
4
月
に
統
廃
合
を
実
施
し

ま
す
。

■
統
廃
合
に
あ
た
っ
て
の
配
慮
事
項

◇
通
学
手
段
に
つ
い
て

　
清
水
地
区
の
児
童
を
対
象
に
統
合
小
学

校
ま
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま

す
。
運
行
経
費
は
町
が
全
額
負
担
し
ま

す
。

◇
児
童
の
心
の
ケ
ア

　
統
合
後
の
学
校
に
お
い
て
、
急
激
な
環

境
変
化
に
戸
惑
う
児
童
が
出
て
く
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
る
の
で
、
次
の
と
お
り

『
心
の
ケ
ア
』
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま

す
。

・
移
行
期
間
中
に
お
け
る
学
校
間
交
流

の
充
実

・
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
等
を
活
用

し
た
相
談
体
制
の
充
実

◇
三
保
小
学
校
へ
の
教
育
的
配
慮

　

統
合
せ
ず
に
現
状
ど
お
り
設
置
す
る

三
保
小
学
校
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
な

教
育
的
配
慮
を
行
い
ま
す
。

・
統
合
小
学
校
と
の
合
同
の
学
校
行
事
、

学
習
指
導
の
開
催

・
一
定
期
間
あ
る
い
は
日
常
的
な
学
校

間
交
流
の
実
施

今
後
は
平
成
27
年
4
月
の
統
合
に
向

け
て
、
町
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な
り
、

「
山
北
町
立
小
学
校
統
廃
合
実
施
基
本
計

画
」
に
定
め
ら
れ
て
い
る
方
針
に
基
づ

き
、
小
学
校
の
統
廃
合
に
伴
う
諸
課
題
に

つ
い
て
、
保
護
者
、
学
校
関
係
者
等
と
話

し
合
い
を
行
い
、
解
決
に
努
め
て
い
き
ま

す
。 

【
問
合
せ
】
政
策
秘
書
課
政
策
秘
書
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
７
５
ー
3
6
5
1

　
　
　
　

 

学
校
教
育
課
教
育
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
７
５
ー
3
6
4
8
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関 勝則さん 清水 明さん 石川 實さん 内田 耕三さん  池谷 則明さん 佐藤 文夫さん アサヒビール㈱
横浜統括支社長

田淵 万
みつひら

平さん

　町の功労・一般表彰で
　　　　　　　　１３名１団体を表彰
１１月１２日に開催された表彰審査委員会（池谷荘次郎会長）の審議を経て、功労表彰３名・一般表彰１０名

１団体が決定しました。
功労表彰は、公職に長期間就かれていた方で、特に町の振興に功績があった方に贈られ、今回は町選挙管理

委員会、町消防団員として町の発展に努められた方が選ばれました。
一般表彰は、町の発展にご尽力された方や、町民の模範となる行為が認められた方、多額の寄附をされた方

に贈られ、今回は自治振興、厚生、交通、教育振興、スポーツ振興の分野で貢献された方が選ばれました。
町では、功労・一般表彰受賞者を１月５日に開催された賀詞交歓会の席上で表彰し、これまでの功績をたた

えました。
なお、受賞された方は次のとおりです。（順不同、敬称略）

一 般 表 彰
功　績 受賞者氏名 地区名

自治振興 髙　島　三　郎 水　上
〃 臼　井　　則　 尺里東

厚　　生 諸　星　正　明 玄　倉
交　　通 岡　﨑　幸　二 萩　原
教育振興 関　　　勝　則 〃

〃 清　水　　明　 中下清水
スポーツ振興 石　川　　實　 万　随

〃 内　田　耕　三 尺里西
〃 池　谷　則　明 萩　原
〃 佐　藤　文　夫 山市場

寄　　附 アサヒビール㈱横浜統括支社 横浜市

功 労 表 彰
功　績 受賞者氏名 地区名

自治功労 石　渡　三　郎 原耕地

〃 髙　橋　　昇　 尺里東

消　　防 佐　野　益　久 上清水

髙橋 昇さん 佐野 益久さん石渡 三郎さん 髙島 三郎さん 臼井 則さん 諸星 正明さん 岡﨑 幸二さん
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１
月
６
日
、
消
防
団
員
の
士
気
の
高
揚
と
、

消
防
技
術
の
練
磨
の
成
果
を
町
民
に
公
開
し
、

消
防
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た

め
、
消
防
出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
部
で
は
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
式
典

や
表
彰
が
行
わ
れ
、
第
二
部
で
は
、
役
場
駐
車

場
に
お
い
て
分
列
行
進
、
消
防
操
法
の
実
演
、

一
斉
放
水
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
神
奈
川
県
知
事
表
彰
】

第
２
分
団　
　
和
田　
惣
七
郎

第
３
分
団　
　
杉
崎　
一
良

第
７
分
団　
　
濵
田　
登
志
郎

第
７
分
団　
　
岩
本　
昭
弘

第
12
分
団　
　
佐
藤　
卓
二

第
15
分
団　
　
井
澤　
秀
勝

【
神
奈
川
県
消
防
協
会
足
柄
上
支
部
長
表
彰
】

第
２
分
団　
　
鈴
木　
和
茂

【
山
北
町
長
表
彰
（
勤
続
15
年
表
彰
）】

第
１
分
団　
　
関　
　
博
一

第
３
分
団　
　
原　
　
雅
紀

第
３
分
団　
　
中
野　
英
介

第
５
分
団　
　
成
澤　
政
和

第
６
分
団　
　
湯
川　
靖
法

第
８
分
団　
　
籔
田　
晴
信

第
９
分
団　
　
山
﨑　
剛
志

第
10
分
団　
　
山
崎　
教
夫

第
14
分
団　
　
髙
橋　
光
三

第
15
分
団　
　
鈴
木　
康
弘

第
15
分
団　
　
杉
本　
拓
也

第
15
分
団　
　
佐
藤　
秀
一

【
優
良
分
団
表
彰
】

第
５
分
団
・
第
11
分
団

【
山
北
町
消
防
団
長
表
彰
】

第
４
分
団　
　
尾
崎　
峰
幸

第
４
分
団　
　
和
田　
将
満

第
５
分
団　
　
安
藤　
健
大

第
７
分
団　
　
和
田　
一
良

第
９
分
団　
　
細
谷　
和
人

第
10
分
団　
　
山
﨑　
秀
紀

【
山
北
町
長
感
謝
状
（
防
火
協
力
者
）】

初
期
消
火
活
動　
有
限
会
社
マ
ル
イ
産
業

平
成
25
年

 
山
北
町
消
防
出
初
式
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（仮称）新塩沢橋完成イメージ

現
在
、
塩
沢
地
区
へ
行
く

に
は
清
水
小
・
中
学
校
の
裏

山
を
と
お
る
町
道
塩
沢
線

か
、
も
ぐ
り
橋
を
通
行
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
町
道

塩
沢
線
は
急き

ゅ
う
し
ゅ
ん峻

な
地
形
で

道
幅
も
狭
く
、
落
石
の
危

険
性
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

も
ぐ
り
橋
は
台
風
な
ど
に
よ

る
増
水
時
に
流
失
す
る
場
合

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
町

で
は
、
新
東
名
高
速
道
路
の

工
事
用
道
路
建
設
に
伴
い
、

道
の
駅
山
北
付
近
の
県
道
76

号
山
北
藤
野
線
か
ら
河
内

川
を
横
断
す
る
（
仮
称
）
新

塩
沢
橋
を
造
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

工
事
は
昨
年
の
12
月
か
ら

始
ま
り
、
平
成
26
年
中
に
は

通
行
出
来
る
よ
う
に
な
る
予

定
で
す
。

《
新
東
名
高
速
道
路
と
は
》

第
二
東
海
自
動
車
道
（
新

（
仮
称
）新
塩
沢

橋
を
造
っ
て

い
ま
す

統
合
中
学
校
の
校
名
は「
山
北
中
学
校
」に
決
定

　
　
　
　
　
　

校
歌
・
校
旗
・
校
章
は
、
現
在
の
山
北
中
学
校
の
も
の
を

　
　
　
　
　
　

引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た

中
学
校
統
廃
合
検
討
委
員
会
の
校
名
・

校
歌
等
検
討
委
員
会
に
お
い
て
、「
校
名
」

「
校
歌
」「
校
旗
・
校
章
」
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
、
次
の
と
お
り
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

校
名
に
つ
い
て
は
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
町
民
の
方
や
保
護
者
の
意
見
を
参
考

に
し
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
検
討

委
員
会
で
は
、
３
つ
の
校
名
の
候
補
（
山

北
中
学
校
・
河
村
中
学
校
・
つ
つ
じ
ヶ
丘

中
学
校
）
を
あ
げ
、
町
長
が
最
終
決
定
を

し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
山
北
中
学
校
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

校
歌
に
つ
い
て
は
、
校
名
決
定
後
に
協

議
を
行
い
、「
新
し
く
作
り
か
え
る
」、「
現

校
歌
に
４
番
を
加
え
る
」、「
清
水
・
三
保

の
言
葉
を
加
え
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
が
、
協
議
を
重
ね
た
結
果
、
現
山

北
中
学
校
の
校
歌
に
は
山
北
町
全
域
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
「
富
士
」「
酒
匂
川
」
と

い
っ
た
言
葉
が
あ
る
こ
と
や
歌
詞
に
込

め
ら
れ
た
作
者
の
意
図
を
尊
重
し
、
加
筆

等
は
し
な
い
方
が
よ
い
な
ど
の
意
見
か

ら
、
現
山
北
中
学
校
の
校
歌
を
引
き
継
ぐ

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

現
山
北
中
学
校
の
校
旗
・
校
章
の
図
案

制
作
者
は
、
か
つ
て
山
北
町
に
在
住
し
、

ゆ
か
り
の
あ
る
著
名
な
画
家
の
蕗
谷
虹
児

（
ふ
き
や
こ
う
じ
）
氏
で
あ
り
、デ
ザ
イ
ン

の
意
匠
は
、
知
・
徳
・
体
を
表
現
し
、
生

徒
た
ち
の
躍
動
が
伝
わ
る
も
の
で
す
。
こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
、「
現
在
の
山
北
中
学

校
の
校
旗
・
校
章
」
は
、
新
た
に
出
発
す

る
統
合
中
学
校
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
、

引
き
継
い
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課
教
育
班

　
　
　
　

  （
電
話
）
７
５
ー
３
６
４
８

東
名
高
速
道
路
）
は
、
横
浜
市
と
名
古
屋

市
を
結
ぶ
延
長
お
よ
そ
２
９
８
ｋｍ
（
山
北

町
内
区
間
は
10
・
８
ｋｍ
）
の
高
速
道
路
で

す
。昨

年
の
４
月
14
日
に
は
、
御
殿
場
～
三

ケ
日
区
間
１
６
２
ｋｍ
が
開
通
し
ま
し
た
。

御
殿
場
～
伊
勢
原
区
間
は
平
成
32
年
度
に

開
通
す
る
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
整
備
課
高
速
道
路
対
策
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
７
５
ー
３
６
４
７

校
名
に
つ
い
て

校
歌
に
つ
い
て

校
旗
・
校
章
に
つ
い
て

新東名高速道路の
工事用道路建設開始！
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山
北
町
保
護
司
の
牧
田
晃
潤
さ
ん
が

 

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰
を
受
賞

山
北
町
交
通
指
導
隊
の
滝
本
昇
さ
ん
が

　
神
奈
川
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰

11
月
27
日
（
火
）、
第
63
回
神
奈
川
県
更
生
保
護

大
会
が
川
崎
市
教
育
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、
山
北

町
保
護
司
の
牧
田
晃
潤
さ
ん
が
関
東
地
方
更
生
保

護
委
員
会
委
員
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

牧
田
さ
ん
は
、
平
成
15
年
５
月
25
日
か
ら
10
年
間

に
わ
た
り
、
更
生
保
護
活
動
に
尽
力
さ
れ
、
地
域

の
更
生
保
護
対
象
者
に
対
し
て
助
言
・
指
導
に
あ

た
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
社
会
を
築
く
た
め
の
取
り
組
み
活
動
も
行
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら
れ
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。

11
月
22
日
（
木
）、
横
浜
市
の
県
立
音
楽
堂
で
、

平
成
24
年
神
奈
川
県
交
通
安
全
功
労
者
表
彰
が
行

わ
れ
、
山
北
町
交
通
指
導
隊
副
隊
長
の
滝
本
昇
さ
ん

（
越
地
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

滝
本
さ
ん
は
、
昭
和
54
年
か
ら
交
通
指
導
隊
員
と

し
て
地
域
の
交
通
安
全
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
、
特
に

通
学
時
に
児
童
・
生
徒
へ
の
交
通
安
全
指
導
に
つ

い
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。

斎場使用料を助成しています
―山北町以外の役場または役所で死亡届を
　　提出された場合は、助成金の申請をお忘れなく！―
町では、町民の方が亡くなったときの斎場使用料を全額助成しています。

助成が受けられるのは、基本的に『小田原市斎場』、『御殿場市・小山町広域
行政組合斎場』のいずれかを使用した場合となります。その他の斎場を使用
した場合も、助成金が支給される場合がありますので、町民税務課窓口へご
相談ください。

※山北町役場で死亡届を提出された場合は、町から直接、斎場へ使用料が支払われますので、手続きは不要です。
※霊柩車の使用料についても助成の対象となる場合がありますので、町民税務課へお問合せください。

【問合せ】町民税務課町民班（電話）７５－３６４１

助成金の申請方法
①斎場使用許可証

が発行された役
場 ま た は 役 所
で、使用料をお
支 払 い く だ さ
い。

③後日、申請され
た口座へお振込
みいたします。

②以下のものをお持ちになり、役場町民税務
課で助成金の申請を行ってください。

●申請書（町民税務課窓口で配付します）
●死体（胎）埋火葬許可証
●申請者の印鑑
●助成金の振込先が確認できるもの
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バ ス を
ご 利 用
ください

向 原 発 ７：２５

柑橘果工前 ７：３０

川村小学校着 ７：３５

平　　　日 土　曜　日 日　曜　日
新 松 田 駅 発 ６：１０ ９：４０ １１：５０ １３：２０ １３：４０ １４：５５ １９：３０ ７：３５ １３：４５ ７：３５ １３：４５
向 原 ６：１９ ９：４９ １１：５９ １３：２９ １３：４９ １５：０４ １９：３９ ７：４４ １３：５４ ７：４４ １３：５４
高 松 山 入 口 ６：２１ ９：５１ １２：０１ １３：３１ １３：５１ １５：０６ １９：４１ ７：４６ １３：５６ ７：４６ １３：５６
山 北 駅 着 ６：２５ ９：５５ １２：０５ １３：３５ １３：５５ １５：１０ １９：４５ ７：５０ １４：００ ７：５０ １４：００
山 北 駅 発 ８：３５ １０：０５ １１：５５ １２：５５ １３：５０ １９：５０ １３：００ １８：４５ １３：００ １８：４５
高 松 山 入 口 ８：３９ １０：０９ １１：５９ １２：５９ １３：５４ １９：５４ １３：０４ １８：４９ １３：０４ １８：４９
向 原 ８：４１ １０：１１ １２：０１ １３：０１ １３：５６ １９：５６ １３：０６ １８：５１ １３：０６ １８：５１
新 松 田 駅 着 ８：５０ １０：２０ １２：１０ １３：１０ １４：０５ ２０：０５ １３：１５ １９：００ １３：１５ １９：００

山 北 駅 発 ８：０５
川村小学校入口 ８：０９
柑橘果工前 ８：１４
向 原 ８：２０
山 北 駅 着 ８：２８

山 北 駅 発 １５：３０ １６：１０
川村小学校入口 １５：３４ １６：１４
湯坂公民館前 １５：３９ １６：１９
平 山 １５：４４ １６：２４
山 北 駅 着 １５：５０ １６：３０

山 北 駅 発 ６：３５ ７：０５ ７：３５
平 山 ６：４０ ７：１０ ７：４０
湯坂公民館前 ６：４４ ７：１４ ７：４４
川村小学校入口 6：47 7：１7 7：47
山 北 駅 着 ６：５５ ７：２５ ７：５５

山 北 駅 発 ７：５８ ９：１０ １１：１５１４：０５１５：３０１６：４５１８：４０

向 原 ８：０４ ９：１６ １１：２１１４：１１１５：３６１６：５１１８：４６

柑橘果工前 ８：０９ ９：２１ １１：２６１４：１６１５：４１１６：５６１８：５１

湯坂公民館 ８：１５ ９：２７ １１：３２１４：２２１５：４７１７：０２１８：５７

平 山 ８：１９ ９：３１ １１：３６１４：２６１５：５１１７：０６１９：０１

樋 口 橋 ８：２１ ９：３３ １１：３８１４：２８１５：５３１７：０８１９：０３

山 北 駅 着 ８：２８ ９：４０ １１：４５１４：３５１６：００１７：１５１９：１０

山 北 駅 発 １０：１５１２：２５１４：４０１６：１０１７：３５１８：１０１９：２０

樋 口 橋 １０：１８１２：２８１４：４３１６：１３１７：３８１８：１３１９：２３

平 山 １０：２０１２：３０１４：４５１６：１５１７：４０１８：１５１９：２５

湯坂公民館 １０：２４１２：３４１４：４９１６：１９１７：４４１８：１９１９：２９

柑橘果工前 １０：３０１２：４０１４：５５１６：２５１７：５０１８：２５１９：３５

向 原 １０：３６１２：４６１５：０１１６：３１１７：５６１８：３１１９：４１

山 北 駅 着 １０：４５１２：５５１５：１０１６：４０１８：０５１８：４０１９：５０

東部循環
（平日運行）

西部循環 平山先回り
（平日運行）

南部循環東回り（向原先回り） 南部循環西回り（平山先回り）

新松田駅⇔山北駅間

平　　　　日 土曜日
山 北 駅 発 ー １７：３５ １８：１０ ９：００
川村小学校入口 ７：３７ １７：３９ １８：１４ ９：０４
柑 橘 果 工 前 ７：４２ １７：４４ １８：１９ ９：０９
向 原 ７：４８ １７：５０ １８：２５ ９：１５
新 松 田 駅 着 ７：５７ １７：５９ １８：３４ ９：２４

平・土曜日
新 松 田 駅 発 ８：１５
向 原 ８：２４
柑 橘 果 工 前 ８：２９
川村小学校入口 ８：３４
山 北 駅 着 ８：４２

新松田駅⇔山北駅間（岸回り）

西部循環 岸先回り
（平日運行）

白地：全日運行
■ 土休日運行
■ 土休日運休
12月31日から1月3日までは全便運休

【町内循環経路】

【新松田駅⇔山北駅路線】

【問合せ】企画財政課企画班　（電話）７５－３６５２

町
が
所
有
す
る
２
台
の
循
環
バ
ス

車
両
は
、町
内
を
循
環
す
る
路
線
と
、

新
松
田
駅
～
山
北
駅
区
間
を
結
ぶ
路

線
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

町
内
循
環
バ
ス
の
運
賃
は
、
大

人
（
中
学
生
以
上
）
3
k
m
未
満

で
1
0
0
円
、
3
k
m
以
上
で
は

2
0
0
円
。
小
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
半
額
、
乳
幼
児
は

無
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
新

松
田
駅
～
山
北
駅
区
間
は
路
線
バ
ス

運
賃
と
同
額
で
、
パ
ス
モ
も
利
用
で

き
ま
す
。

バ
ス
の
車
窓
か
ら
見
え
る
風
景

は
、
目
線
が
高
く
普
段
と
は
違
う
た

め
、
い
つ
も
は
何
気
な
く
見
て
い
る

風
景
で
も
新
た
な
発
見
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
バ
ス
に

乗
っ
て
、
皆
さ
ん
が
お
住
ま
い
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
魅
力
を
再
発
見

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
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富士急湘南バス株式会社より、「路線退出等意向申出書」が神奈川
県生活交通確保対策地域協議会に提出されました。

この申し出は、事業者単独で路線を維持することが困難なため、
休廃止せざるを得ない場合などに提出されるもので、平成24年度中
に結論を出すよう、各関係者が最大限の努力をしていくこととなって
います。

個別路線や時間等は、神奈川県生活交通確保対策地域協議会内に
設置された分科会において協議することとなっていますので、富士急
湘南バス株式会社と町が協議することになりますが、町民の方の生活交通にかかわる減便及び路線系統廃止につ
いては、利用者である町民の利便性が著しく阻害されないように、富士急湘南バス株式会社をはじめ、関係機関
と調整、検討をしていきます。
【問合せ】企画財政課企画班　（電話）７５－３６５２

町では、高齢者の外出支援として「高齢者等タクシー」
の試験運行（無料）を、１月７日（月）から始めました。
ご利用にあたっての対象者や利用方法についてお知らせし
ます。

・６５歳以上の清水地区・三保地区在住の方（一人で乗降可能な方に限ります。）

※詳細については、各支所にある「利用者登録申請書」及び
  「利用者登録証に同封された案内」をご確認ください。

・今年度の試行運行期間は、３月２９日（金）まで（平日のみ運行します。）
【問合せ】福祉課福祉推進班（電話）７５－３６４４

高齢者等タクシーの試験運行が始まりました！
清水・三保地区

利用対象者

利 用 方 法

運 行 期 間

①事前に利用者登録をし
てください。

※登録申請書は、清水・三保支所
にあります。

②町で登録後、利用者登
録証をご本人に送付し
ます。

③電話予約をして、タク
シーを利用することが
できます。

※予約の際は、登録証に記載され
ている登録番号、乗車する便、
乗降場所をお伝えください。

富士急湘南バス株式会社から新松
田駅～山北駅間などの「減便」「路
線廃止」の申し出がありました

町職員の人事異動
［班　員］

新　所　属 氏　　名 旧　所　属

環境農林課農林振興班 主事 中 三 川　嵩 新　採　用

（平成25年1月1日付け）
（敬称略）
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

お
父
さ
ん　
磯
部 

健
一
さ
ん

お
母
さ
ん　
　
　

 

ゆ
か
り
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

 

可か

ほ歩
ち
ゃ
ん　
３
歳

　
　
　
　
　
　
　

 

泰た
い
ち誓

く
ん　
４
ヶ
月

お
ば
あ
さ
ん　
　

 

て
る
子
さ
ん

磯部さん
ご家族

＜湯触＞

我
が
家
は
、
主
人
の
母
、
主
人
、
私
、

長
女
可
歩
（
か
ほ
）
３
歳
、長
男
泰
誓
（
た

い
ち
）
４
か
月
の
５
人
家
族
で
す
。
結
婚

と
共
に
主
人
の
住
む
山
北
町
に
来
ま
し

た
。昨

年
の
９
月
に
第
二
子
の
泰
誓
が
生
ま

れ
、
最
近
で
は
夜
泣
き
も
無
く
、
ぐ
っ
す

り
寝
て
く
れ
る
の
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

昼
間
は
、
少
し
で
も
独
り
に
す
る
と
さ
み

し
が
っ
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
す
。
二
人
目

の
子
育
て
で
、
慣
れ
が
あ
る
と
は
い
え
、

ど
う
し
て
も
ま
だ
ま
だ
手
が
か
か
る
泰
誓

の
世
話
に
、
手
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
が
、
主
人
の
母
や
主
人
が
、
ま
だ

甘
え
た
い
盛
り
の
可
歩
の
面
倒
や
、
家
事

等
を
し
て
く
れ
て
い
る
の
で
、
申
し
訳
な

く
思
い
つ
つ
、本
当
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

可
歩
に
も
徐
々
に
姉
と
し
て
の
自
覚
が

芽
生
え
、
弟
の
オ
ム
ツ
を
替
え
よ
う
と

日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
可
歩
も

今
年
山
北
幼
稚
園
に
入
園
し
ま
す
。
幼
稚

園
の
集
団
生
活
に
、
わ
が
ま
ま
な
可
歩
が

な
じ
め
る
の
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
子

ど
も
の
成
長
を
サ
ポ
ー
ト
し
つ
つ
見
守
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
自
身
も
子
育
て
・
家
事
等
、
家
族
に

甘
え
さ
せ
て
も
ら
っ
て
ば
か
り
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
出
来
る
様
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
ゆ
か
り
さ
ん
）

西
山 

節
子
さ
ん
は
、
平
成
21
年
の
発
足
当

初
か
ら
ハ
ン
ド
ボ
イ
ス
サ
ー
ク
ル
の
会
長
を

務
め
ら
れ
て
い
て
、
山
北
駅
周
辺
の
活
性
化

の
た
め
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は

西
山
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ハ
ン
ド
ボ
イ
ス
サ
ー
ク
ル
で
は
、
ど
の
よ
う

な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
私
た
ち
は
、
山
北
駅
周
辺
魅
力
づ
く
り

事
業
の
一
環
と
し
て
実
施
し
て
い
る
空
き
店

舗
活
用
モ
デ
ル
事
業
に
参
加
し
、
旧
あ
し
が

ら
農
協
山
北
支
店
を
活
動
拠
点
と
し
て
、
13

名
の
メ
ン
バ
ー
で
編
み
物
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
の
手
作
り
作
品
の
販
売
や
、
つ
く
る

喜
び
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
体
験
教
室

を
メ
イ
ン
と
し
た
、
わ
い
わ
い
ボ
イ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
前

商
店
街
や
関
係
団
体
と
連
携
し
た
駅
前
夕
市

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。」

ご
自
身
が
サ
ー
ク
ル
に
入
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

「
平
成
元
年
に
、
財
団
法
人
全
日
本
編
物

教
育
協
会
の
理
事
長
を
海
部
俊
樹
元
首
相
が

さ
れ
て
い
た
時
に
理
事
長
賞
を
い
た
だ
い
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
独
立
し
て
個
人
で
編

物
教
室
を
始
め
て
、
現
在
ま
で
活
動
し
て
き

ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で
、
町
か
ら
平
成
21
年

度
に
空
き
店
舗
活
用
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
す

る
と
い
う
こ
と
で
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
は
じ
め
は
、

個
々
に
手
作
り
作
品
を
作
っ
て
い
ま
し
た

が
、
お
互
い
の
作
品
を
見
せ
合
っ
た
り
、
ア

イ
デ
ア
を
交
換
し
た
り
、
教
え
あ
っ
た
り
し

て
い
る
中
で
、
個
々
の
趣
味
が
み
ん
な
の
趣

味
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
ハ
ン
ド
ボ
イ
ス
が

発
足
し
ま
し
た
。」

今
後
や
っ
て
い
き
た
い
こ
と
な
ど
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

「
昨
年
12
月
に
メ
ン
バ
ー
の
手
作
業
で
現

在
拠
点
と
し
て
い
る
店
舗
の
外
壁
を
ペ
イ
ン

ト
し
、
明
る
く
入
り
や
す
い
雰
囲
気
に
改
修

を
し
ま
し
た
。
今
年
も
引
き
続
き
、
手
作
り

作
品
の
販
売
を
行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、
新

た
に
日
替
わ
り
で
体
験
教
室
な
ど
も
行
っ
て

い
こ
う
と
計
画
し
て
い
ま
す
。
昨
年
末
か
ら

は
東
名
高
速
道
路
の
鮎
沢
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ

ア
に
も
出
展
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
は
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
中
で
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
メ
ン
バ
ー
を
増
や
す
こ

と
に
よ
り
、
多
種
多
様
な
手
作
り
作
品
が
増

え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
一
緒
に
活

動
し
て
い
た
だ
け
る
仲
間
も
随
時
募
集
し
て

い
ま
す
。
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
い
た
だ
き
、

話
し
が
で
き
る
憩
い
の
場
を
提
供
で
き
た
ら

と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
駅
前
通
り
が

少
し
で
も
活
気
づ
く
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。」

町
の
人西

山　
節
子
さ
ん

（
ハ
ン
ド
ボ
イ
ス
サ
ー
ク
ル
会
長
）
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湯　川　珠　由 さん

「水道水の放射性物質濃度について」
町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実施し

ています。測定の結果、放射性物質は検出されてい
ません。

○直近の採水日時
　平成２４年１２月２０日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４）	 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７）	 不検出
　・ヨウ素　（Ｉ １３１）	 不検出

○過去の検査結果
過去２６回の検査を実施し、すべてにおいて放
射性物質は検出されていません。

※町では県内各地の測定結果等の情報収集に努め、
その状況に応じて対策を進めていきます。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　 （電話）７５－３６４５

山北町あんしんメール
 配 信 しています

空メール送信先
宛先　cfm@io.dataeast.jp
件名　t-yamakita

ご利用を希望される方は右
のＱＲコードを読み取り、表
示された宛先に空メールを送
信してください。

送信後、登録案内メールが
送信されてきますので、内容
をご確認いただき、指示に従っ
て詳細を登録してください。

ＱＲコード読み取り機能が
ない携帯電話やパソコンから
登録する場合は、新規メール
を選択後、次の宛先と件名を
入力し、空メールを送信して
ください。

　　　　　【問合せ】総務防災課防災消防班
　　　　　　　　　 （電話）７５－３６４３

Docomo

au・Softbank

下水道作品コンクール

茂川星那さんが入賞！
かながわゴミゼロクリーン標語コンクールで

湯川珠由さんが奨励賞受賞！
相模川と酒匂川流域の市町の小学校４年生を対象

に、下水道の役割や重要性について知ってもらうた
めに、（財）神奈川県下水道公社が毎年、下水道作品
コンクールを実施しています。

応募総数４，７５７点（作文の部１３６点、ポスター
の部１，３９８点、書道の部３，２２３点）の中から、
書道の部において茂川星那さん（川村小学校）が入
賞しました。

茂　川　星　那 さん

ごみの散乱防止や３Ｒ（廃棄物の発生抑制・再使
用・再生利用）の意識を高めることをテーマとして
神奈川県が実施した、「平成２４年度かながわゴミゼ
ロクリーン標語コンクール」中学生の部において、
湯川珠由さん（三保中学校２年）の標語「ゴミゼロ
へ 未来を変える みんなの努力」が奨励賞に輝き、平
成２４年１１月１１日（日）に、地球市民かながわ
プラザにおいて、表彰式が行われました。
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健
康
レ
ポ
ー
ト

第9号ス
ト
レ
ス
は
目
に
見
え
ず
、
気
づ
き

に
く
い
も
の
で
す
。

ど
の
よ
う
な
も
の
が
ス
ト
レ
ス
に
な

る
の
か
、
そ
の
と
き
心
身
に
は
ど
の
よ

う
な
反
応
が
起
こ
る
の
か
、
ご
存
知
で

し
ょ
う
か
。

 

ス
ト
レ
ス
を
生
じ
さ
せ
る
外
か
ら
の

刺
激
を
「
ス
ト
レ
ス
要
因
」
と
い
い
、

そ
れ
が
引
き
起
こ
し
た
心
と
体
の
反
応

を
「
ス
ト
レ
ス
反
応
」
と
呼
び
ま
す
。

ス
ト
レ
ス
要
因
の
う
ち
、
社
会
・
心

理
的
要
因
（
職
場
・
家
庭
・
経
済
問
題

な
ど
）
や
身
体
的
要
因
（
睡
眠
不
足
や

病
気
な
ど
）
は
心
の
不
調
を
招
き
や
す

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

★
ス
ト
レ
ス
解
消
に
な
ら
な
い

　
　
　
　
過
度
の
飲
酒
・
喫
煙
★

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
と
つ
い
増
え
て
し

ま
う
の
が
お
酒
と
た
ば
こ
。
お
酒
は
適

量
な
ら
ば
気
持
ち
を
和
ら
げ
ま
す
が
、

量
が
増
し
、
飲
酒
が
習
慣
化
す
る
と
依

存
症
に
な
る
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
一
仕
事
終

え
た
後
の
一
服
は
、
な
か
な
か
や
め
ら

れ
な
い
も
の
で
す
が
、
喫
煙
は
さ
ま
ざ

ま
な
身
体
の
病
気
に
な
る
リ
ス
ク
を
高

め
ま
す
。

【
問
合
せ
】
保
険
健
康
課
健
康
づ
く
り
班

　
　
　
　

 （
電
話
）
７
５
ー
０
８
２
２

３
月
３
日
（
日
）
に
中
央
公
民
館

で
「
こ
こ
ろ
の
健
康
を
考
え
る
集
い
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
！

《
内
容
》

朗
読
劇
（
健
康
マ
イ
ス
タ
ー
）

講
演
会
（
田
園
調
布
学
園
大
学
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
秀
幸
氏
）

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
（
ワ
カ
バ
）

※
ワ
カ
バ
：
内
閣
府
「
い
の
ち
支
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ソ
ン
グ
を
歌
っ
た

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

来
場
者
に
は
粗
品
を
進
呈
い
た
し
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。

詳
細
は
、
２
月
１
日
号
お
し
ら
せ
版
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
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・
・
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Ｒ
Ｅ
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Ｓ
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ス
ト
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ス
）

 

か
ら
解
消
法
を

               

見
つ
け
よ
う
！

　
心
の
疲
れ
、

　
　
気
づ
い
て
い
ま
す
か
？

　
ど
ん
な
も
の
が

　
　
　
ス
ト
レ
ス
に
な
る
？

身
体
面
＝
肩
こ
り
・
頭
痛
・
不
眠

心
理
面
＝
不
安
・
落
ち
込
み
・
訳

　
　
　
　
も
な
く
涙
が
出
る

行
動
面
＝
生
活
の
乱
れ
・
浪
費
・

　
　
　
　
遅
刻
・
欠
勤

《
一
般
に
よ
い
と
さ
れ
る
環
境
の

　
　

 

変
化
も
ス
ト
レ
ス
に
な
る
！
》

大
切
な
人
の
病
気
や
死
、
離
婚
や
失

業
な
ど
の
不
幸
な
出
来
事
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
結
婚
、
就
職
、
昇
進
、
新
居

の
購
入
な
ど
、
喜
ば
し
い
と
思
わ
れ
る

出
来
事
も
ス
ト
レ
ス
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
な
人
生
の
イ

ベ
ン
ト
は
重
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

Ｓ【
ス
ポ
ー
ツ
】
身
体
を
動
か
す

Ｔ【
ト
ラ
ベ
ル
】
旅
行
す
る

　
　
　
　
　
　

自
然
に
親
し
む

Ｒ【
レ
ス
ト
＆
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
】

　
　
　
　
　
　

休
息
す
る
・
遊
ぶ

Ｅ【
イ
ー
テ
ィ
ン
グ
】
食
べ
る

Ｓ【
ス
ピ
ー
キ
ン
グ
＆
シ
ン
ギ
ン
グ
】

　
　
　
　
　
　

話
す
・
歌
う

Ｓ【
ス
リ
ー
ピ
ン
グ
＆
ス
マ
イ
ル
】

　
　
　
　
　
　

眠
る
・
笑
う

※
山
北
町
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー

　
事
業
で
は
森
林
を

　
活
用
し
た

　
ス
ト
レ
ス

　
解
消
法
を

　
体
験
す
る
こ
と

　
が
で
き
ま
す
。

心
身
に
起
こ
る
反
応
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 3 9

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

【 ２０１３年２月２日（土）～１１日（月）】
山北町中央公民館まつりを開催します。皆様、お誘いあわせのうえ、ぜひお越しください。

日　時：２月２日（土）～１１（月）９：００～１７：００
　　　　（ただし２日は１３：００から、１１日は１６：００まで）
場　所：２階ギャラリー・展示ホール・１階ロビー

中央公民館で開催した教室や公民館サークルの作品を展示します。 公民館サークルが１年間活動した成果を発表します。

教室・サークル作品  展示発表会
日　時：２月３日（日）１３：００開演（１２：３０開場）
場　所：1階 多目的ホール（入場自由・無料）
演　目：大型紙芝居・コーラス・各種体操ほか

芸 能 発 表 会

日　時：２月９日（土）
　　　　１３：３０上映
　　　　（１３：００開場）
場　所：1階
　　　　多目的ホール
定　員：２８８名
　　　　（要整理券）

映画フェスティバル
「ＨＯＭＥ 愛しの座敷わらし」

出　演：林家 たい平
　　　　　　　　ほか
日　時：２月１１日（月）
　　　　１４：００開演
　　　　（１３：３０開場）
場　所：１階
　　　　多目的ホール
定　員：４０８名
　　　　（要整理券）

公民館まつり やまきた寄席

汽車ポッポ
（人形劇）

サルビアの会
（パッチワーク）

ローズマリー
（大人のジャズ体操）

ダンベル教室くすの木
（男性ダンベル体操）

※駐車場に限りがありますので、公共交通機関をご利用いただくか、乗り合わせでお越しください。
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＊2月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊2月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊2月5日（火）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

ダンベル教室「すずらん・ハッピー」サークル体験教室
　玄米ダンベル体操のサークルです。血行を良くし、基礎代謝を上げ、ダイエット体操としてもおすすめです。
日　時　２月２６日（火） ①「すずらん」１０：００～１１：３０　②「ハッピー」１３：００～１４：００
内　容　玄米ダンベルを使った体操（②はイスに座っての簡単な体操）
参加費　無料

お話しボランティア養成講座「朗読を楽しむ」
日　時　２月２８日（木）１０：００～１１：３０
内　容　朗読を聴いてみませんか。『葉っぱのフレディ』を題材に、実際に声を出してみましょう。
対　象　一般（どなたでも参加できます。定員２０名）
参加費　無料

講　師　小林 かつみさん
持ち物　筆記用具

しいたけのほだ木作り教室
日　時  ３月２日（土）９：３０～１１：３０
内　容　しいたけについての話としいたけのほだ木を作ります。
対　象　一般（定員２０名ただし１世帯１組まで）

講　師　県西地域県政総合センター森林部森林保全課職員
参加費　２，０００円（原木５本分）
持ち物　エプロン・筆記用具・皮手袋または作業用ゴム手袋

対　象　一般
持ち物　動きやすい服装・タオル・飲み物

託児有り

　　印の付いている教室には託児サービスがあります。ただし有料ですので、ご希望の方は申込みの際にお問合せください。
　　　　　教室についての申込み、問合せについては中央公民館事務室 ℡（７５）３１３１までどうぞ！

入場無料・要整理券

お知らせ

前回のイベントから
そば作り教室【１２月１１日（火）】
　渡辺 耕喜さん、臼井 政江
さんを講師にお招きして、毎
年大人気の手打ちそばを作り
ました。
　水加減の大切さを知りました。

親子クリスマスケーキ作り教室【１２月１５日（土）】
　沼田 陽子さんを講師にお招き
して、サンタさんの家をイメー
ジしたケーキを作りました。
　とてもかわいいので食べるの
がもったいないようでした。

正月飾り作り教室【１２月２１日（金）】
　竹久保 昭一さんを講師にお
招きして、新年を迎えるための
正月飾りを作りました。
　子どもから大人までたくさん
の方々の参加がありました。

クリスマス もみの木コンサート【１２月２３日（日）】
　１階ロビーを利用して「クリスマス 
もみの木コンサート」を開催しました。
　クリスマスにコーラスや子ども達
のハンドベルが公民館中に美しく響
きわたりました。　

日　時　２月２４日（日）１４：３０開演（１４：００開場）
場　所　１階 多目的ホール
内　容　ピアノ・サクソフォーン・フルート・声楽の演奏
　　　　「月の光」（ドビュッシー）、「マノン・レスコー」より“捨てられて、ひとり寂しく”（プッチーニ）他
問合せ　宮里 ℡（７6）３７１１

場　所　２階 和室　　　　　　　　　 
日　時　１０：３０～１１：３０
内　容　す話「ききみみずきん」
　　　　ペープサート「なにをかこうかな」
　　　　人形劇「ろくべえまってろよ」

２月９日（土）冬のおはなし会スペシャル

入場自由
無料

かわいいお人形がまってるよ！

手品も
あるよ♪

風船
もらえるよ！みんなで

きてね～
！！

図書室おはなしボランティア『ポケット』の皆さんによる
「おはなし会」の冬の拡大版を開催します！

ピアノ・サックス・フルートの演奏を
聴きにぜひお越しください！

第18回クラシック音楽連盟コンサートを開催します！
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※      　は休館日、    　 は祝日。     　は公民館まつり期間。
     　    は蔵書点検のため、図書室のみお休みさせていただきます。【3月6日(水)～14日(木)】

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。 ただし、祝日の翌日は休館になります。

休 館 日

日

4
11
18
25

月

5
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19
26

火

6
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27

水

7
14
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28

木
1
8
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29

金
2
9
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30

土
3月

日

3
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月

4
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火

5
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水

6
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27

木

7
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金
1
8
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土
2
9
16
23

2月

3
10
17
24
31

＊ 都合により内容を変更する場合もありますので
　　ご了承ください。行行 事事 予予 定定

ロビー展示のお知らせ

日　時  ２月１５日（金）～２７日（水）９：００～１７：００
場　所  １階ロビー　問合せ  中根 和広 ℡050（1345）9554

中根和広 木の家具と小物展
日　時　３月８日（金）～１０日（日）９：００～１７：００
場　所　１階ロビー　問合せ　総務防災課 ℡（７５）３６４３

西さがみ原水爆禁止協議会「原爆写真展」

2 月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土
公民館まつり
教室・サークル作品展示発表会

2階展示ホール
ギャラリー他 １３：００ 自　由 中央公民館

ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
3 日 公民館まつり 芸能発表会 多目的ホール １３：００ 自　由 中央公民館

6 水
「グループ二葉」サークル体験教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
「ジャギーレインボー」サークル体験教室 多目的ホール １３：００ 申込者 中央公民館
「サルビアの会」サークル体験教室 第 ３ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

7 木
「あじさいの会」サークル体験教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
つるし雛作り教室⑤ 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

9 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
公民館まつり 冬のおはなし会ＳＰ 和 室 １０：３０ 自　由 中央公民館
公民館まつり 映画フェスティバル 多目的ホール １３：３０ 申込者 中央公民館

11 月 公民館まつり やまきた寄席 多目的ホール １４：００ 申込者 中央公民館
15 金 中根和広 木の家具と小物展（～ 27 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 中根　和広　☎050（1345）9554

16 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館

「男性ダンベル体操くすの木」
サークル体験教室 第１・２・３会 議 室 １０：００ 申込者 中央公民館

23 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

24 日 第１８回 
クラシック音楽連盟コンサート 多目的ホール １４：３０ 自　由 宮　　　里　  ☎（76）3711

28 木

「ダンベル体操すずらん・ハッピー」
サークル体験教室

多目的ホール
第 ３ 会 議 室

１０：００
１３：００ 申込者 中央公民館

お話ボランティア養成講座
「朗読を楽しむ」 第 １ 会 議 室 １０：００ 申込者 中央公民館

3 月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土

ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館
しいたけのほだ木作り教室 １ 階 ロ ビ ー ９：３０ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

5 火 つるし雛作り教室⑥ 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館

8 金 西さがみ原水爆禁止協議会
「原爆写真展」（～ 10 日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 総務防災課　  ☎（75）3643

9 土 ワンダーランド 多目的ホール ９：００ 申込者 中央公民館

　　　は公民館まつり期間
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今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

し ん ご

り く
萩　原　髙　橋　慎　吾（男）幸　喜・妙　子
田　中　鈴　木　凛　空（男）竜　児・郁　美
　畑　　湯　川　あかり（女）隼　人・千　夏

※今回の掲載分は、平成２４年１２月１６日から平成２５年１月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

平　山　　沼　井　キヨ子（女）８９歳　本　人
萩　原　　大　串　イ　ネ（女）７４歳　　〃　
馬　場　　真　田　充　浩（男）５７歳　　〃　
堂　山　　大　利　　達　（女）９４歳　　〃　
万　随　　大　塚　ふ　さ（女）９１歳　　〃　
越　地　　髙　橋　忠　一（男）９２歳　　〃　
　宿　　　府　川　フミ子（女）８５歳　　〃　
南　原　　栗　田　晴　美（女）７６歳　　〃　
湯　坂　　武　井　知　一（男）９１歳　　〃　
原耕地　　池　谷　嘉　德（男）８８歳　　〃　
下本村　　渡　辺　行　夫（男）８３歳　　〃　
村　雨　　高　橋　光　治（男）８３歳　　〃　
玄　倉　　山　口　トシ子（女）１０１歳　　〃　
　畑　　　関　本　米　作（男）８９歳　　〃　
宮　地　　井　上　輝　子（女）７９歳　　隆　
越　地　　湯　川　俊　子（女）８５歳　　武　
湯　坂　　芦　澤　美　代（女）８３歳　辰　男
上本村　　小　島　と　よ（女）８７歳　正　夫
尾　崎　　豊　田　濱　子（女）７６歳　隆　作

山北　124mm（088mm）
三保　122mm（078mm）

山北　07.2℃（07.8℃）
三保　04.5℃（04.1℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,672人
6,015人
11,687人

（－02人）
（－22人）
（－24人）

世帯数　4,234世帯（－2世帯）

昨年の世附の百万遍念仏の様子

図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　２月２３日（土）
　絵本「ぼくにげちゃうよ」ほか
　　（おはなしボランティア「えほんまる」）
②　３月　２日（土）
　大型絵本「なにをたべてきたの？」ほか
    （おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　14：30～15：00
●場　所　親子室（図書室内）

☆ 今月の新着本案内 ☆
書　　　名   著  者  名  等

ジョン・マン 望郷編

検証尖閣問題

季節を楽しむ和菓子１２ヶ月

この国とこの星と私たち

雪猫

山　本　一　力

孫　崎　　享　

おもたせ菓子研究室

的　川　泰　宣

大　山　淳　子

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
キラキラ子どもブックガイド

時間の大研究

オニたいじ

もっと生きたい！

図書館のすべてがわかる本

キラキラ読書クラブ

池　内　　了　

竹　内　通　雅

池　田　まき子

秋　田　喜代美

◆ 児 童 書

お知らせお知らせ
　公民館まつりのため、２月３日（日）は学習
室の利用ができません。
　また、３月６日（水）から１４日（木）まで蔵書
点検のため図書室をお休みします。
この間の返却は図書室返却ポスト
か事務室にお願いします。

　中国や韓国との領土問題など、日本と諸外国
にある様々な問題や関連事項を取り上げている
本を選んで展示します。

～毎月子どもの本のおすすめ本を
      テーマを決めて展示しています。～

 今月のテーマは「月と星」です。

～日本と諸外国～

展示コーナー

今月のおすすめ本

お話サークル
プー横丁のおすすめ本

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　アドレスは、パソコン用　http://yamakita-lib.jp/
　　　　　　　　携帯電話用　https://ilisod001.apsel.jp/yamakita-lib/wopc/pc/mSrv?dsp=TP

携帯サイトの
案内はこちら
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今
月
・
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み
の
幅
調
整
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㎜
で
調
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す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

し ん ご

り く
萩　原　髙　橋　慎　吾（男）幸　喜・妙　子
田　中　鈴　木　凛　空（男）竜　児・郁　美
　畑　　湯　川　あかり（女）隼　人・千　夏

※今回の掲載分は、平成２４年１２月１６日から平成２５年１月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

平　山　　沼　井　キヨ子（女）８９歳　本　人
萩　原　　大　串　イ　ネ（女）７４歳　　〃　
馬　場　　真　田　充　浩（男）５７歳　　〃　
堂　山　　大　利　　達　（女）９４歳　　〃　
万　随　　大　塚　ふ　さ（女）９１歳　　〃　
越　地　　髙　橋　忠　一（男）９２歳　　〃　
　宿　　　府　川　フミ子（女）８５歳　　〃　
南　原　　栗　田　晴　美（女）７６歳　　〃　
湯　坂　　武　井　知　一（男）９１歳　　〃　
原耕地　　池　谷　嘉　德（男）８８歳　　〃　
下本村　　渡　辺　行　夫（男）８３歳　　〃　
村　雨　　高　橋　光　治（男）８３歳　　〃　
玄　倉　　山　口　トシ子（女）１０１歳　　〃　
　畑　　　関　本　米　作（男）８９歳　　〃　
宮　地　　井　上　輝　子（女）７９歳　　隆　
越　地　　湯　川　俊　子（女）８５歳　　武　
湯　坂　　芦　澤　美　代（女）８３歳　辰　男
上本村　　小　島　と　よ（女）８７歳　正　夫
尾　崎　　豊　田　濱　子（女）７６歳　隆　作

山北　124mm（088mm）
三保　122mm（078mm）

山北　07.2℃（07.8℃）
三保　04.5℃（04.1℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,672人
6,015人
11,687人

（－02人）
（－22人）
（－24人）

世帯数　4,234世帯（－2世帯）

昨年の世附の百万遍念仏の様子

新
年
俳
句
大
会

一
月
六
日
に
行
わ
れ
た
新
年
俳
句
大
会
は
、
ま
だ
松
の
内
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
出
席
者
十
名
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う
少
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さ
に
は
驚
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た
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す
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表
現
し
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佳
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第１２回山北サッカー大会
優勝はディンジャラス蹴球団

優勝したディンジャラス蹴球団のメンバー

たくさんの人の手によって町内を巡行

夕暮れには、また違った雰囲気に包まれる

１月３日、正月恒例の第１２回山北サッカー大会が山北
町スポーツ広場で開催されました。今年は５チームが参
加し、トーナメント方式で試合を行いました。優勝した「ディ
ンジャラス蹴球団」は、ずっと準優勝が続いていましたが、
ついに念願だった優勝を果たすことができました。
大会では瀬戸祐介さん（２年連続）と須山公夫さんが

４点を決め、得点王になりました。

山北の道祖神祭り
１月１３日、山北
の道祖神祭りで神輿
と花車の巡行が行わ
れました。
昼頃に山北駅に集
合した華やかな神輿
と花車は、川村囃子
の演奏に合わせ、た
くさんの人の手に
よって町内を巡行し
ました。
昔ながらの形態を
存続している貴重な
祭りに、多くの見物
客が訪れて、祭りの
様子をカメラに収め
ていました。

ライブ･イン･山北ライブ･イン･山北最高のパフォ
ーマンスを!

会場が一体となって盛り上がりました

素晴らしい演奏を披露

熱い演奏に観客は大興奮

特技を活かしたパフォーマンス
い

１２月１６日、中央公民
館において、第１６回目と
なるライブ・イン・山北が
開催されました。
今回も素晴らしい演奏と
歌声を披露してくれたの
は、山北高等学校、足柄高
等学校、大井高等学校、吉
田島総合高等学校、立花学
園高等学校の生徒の方で結
成された全１４バンド。会
場内は、冬の寒さも吹き飛
ぶほど、若さ溢れる熱気に
包まれました。

　県内市町村の広報紙を審査する平成２４年神奈川県
広報コンクールにおいて、「広報やまきた」が組み写真
部門で最優秀、一枚写真部門で優秀、広報紙（町村の部）
で佳作に入選いたしました。
　日ごろの取材へのご協力に感謝申し上げますととも
に、今後も皆さまに親しまれる紙面作りに努めて参り
ますので、ご愛読の程お願い申し上げます。

「成人式」今月の 表 紙
　今月号の表紙は、１月１３日に行われた「平成２５年山北町成人
式」で、夢と希望にあふれた成人者の笑顔を撮影しました。
　成人おめでとうございます。人生の大きな節目の時、この華
やかに輝く今を大切にして、限りない未来のための自分磨きに、
満ち溢れんばかりのエネルギーをぶつけてほしいと思います。


